
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨 城 支 部 便 り 

第 ８８ 号 

２０２４年７月２０日 

編集兼発行人 

瀧澤 照廣 
 

HITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHI 

茨城支部からのお知らせ 
*第 73 期第３回 日立社友クラブ理事会報告 
・会員候補者から 113 名が入会を承認された。 
 本部会員総数は 7,308名となった。 
・日立社友クラブ総会 
開催日時：2024年 10月４日(金) 

  総会 11：00～12:00 懇親会 12:30～14：00 
場所：ホテルニューオータニ  

  総会：芙蓉の間、懇親会：鶴の間 
*2024 年６月茨城支部役員会報告 
・支部入会申込者３名の入会が承認された。 
 会員数が 894名になった(前年比 27名減)。 

日立社友クラブ茨城支部ホームページ  http://shayuu-iba.la.coocan.jp/ 
日立理科クラブホームページ          http://www.hitachi-rika.sakura.ne.jp/ 

１ 

夏のはす池 
撮影者：伊藤 泰生 
撮影日：2023 年７月 16 日 
撮影場所：茨城県立歴史館(水戸市緑町) 
撮影余話：歴史館のいちょう並木の坂を下ると
はす池がある。春になるとはすは水面から葉
を出し、夏には花茎が生長して花が池全体に
咲き競う。花は早朝に開き、昼には閉じるた
め午前中に訪問したが、梅雨明け間近で蒸し
暑い中での撮影となった。池のほとりに建つ
四阿(あずまや)で休憩を取りながら、傍を通
過する電車を眺めていた。この景色は常磐線
車窓からも数秒であるが見ることができる。
奥の野草園に白く目立つ山百合が群生してい
て、芳香を放っていた。 

 

第122回 茨城支部総会 
１．日時：2024年５月 24日(金) 10:30～13：00  
２．場所：ホテル天地閣(日立市) 
３．出席者：85名(含来賓２名) 

総会:瀧澤副支部長の司会で次の通り進められた。 
①物故者への黙祷：残念ですが、この 1 年で 28 名の
方が亡くなられ、黙祷を捧げてご冥福をお祈りし
た。 

②田中支部長ご挨拶：昨年に続き多くの会員の参加
で今年も総会が開催
できたことは喜ばし
い。長い伝統ある支
部活動をさらに活発
に行うことを通して
会員の確保にも注力
し、発展してほしい
とのご挨拶をいただ
いた。 

⑤監査報告：谷口監事より支部及び同好会の決算報
告について適正である旨の報告があった。 

⑥会社概況説明：大西康之日立副事業所長より、発
展し変わりゆく日立の概況と日立地区事業所の
トピックス等をご説明いただいた。 

③支部活動報告：滝田副支部長より、支部及び理科
クラブの活動状況、会計報告、2024年度組織と課
題について報告があった。 

④同好会活動報告：若島同好会幹事長より、各同好
会の活動状況について写真を使い報告された。 

田中支部長ご挨拶 

 

谷口監事のご発声で万歳三唱 

高砂氏のご発声により乾杯 

５．懇親会： 
滝田副支部長司会

のもと、遠方より出
席いただいた高砂 
常義氏(94 歳)のご発
声で乾杯後、懇親会
が開始された。 
各テーブルを出身事
業所毎としたことで
和気藹々とした時間
を過ごすこができ
た。 
最後に谷口監事の

ご発声で｢万歳三唱｣
を行い、再会を約し
て散会した。  

 

総会・懇親会会場全景 

http://shayuu-iba.la.coocan.jp/
http://www.hitachi-rika.sakura.ne.jp/
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会員投稿 (第８８回 ) 

俳句で綴る『東日本大震災から 13年』 
～絵日記代わりの「写真五七五」～      山極 時生 

ン
へ
の
メ
ー
ル
が
断
片
的
に
入
っ
た
。
そ

の
中
に｢

ヤ
フ
ー
で
『
地
震
、
日
立
』
と
検

索
し
た
ら
、
国
分
工
場
本
館
の
４
階
が
倒

壊
し
た
！
と
の
情
報
が
ヒ
ッ
ト
し
た｣

と

の
メ
ー
ル
が
あ
っ
た
。(

後
で
分
か
っ
た

が
、
当
日
、
Ｕ
Ｈ
Ｖ
関
係
の
取
材
で
サ
ン
ケ

イ
新
聞
が
工
場
を
訪
問
し
、
被
災
状
況
を

報
道
し
て
い
た) 

『
我
が
職
場
倒
壊
を
知
る
余
寒
か
な
』 

 

翌
三
月
十
二
日
、
六
時
間
遅
れ
で
あ
っ

た
が
パ
リ
か
ら
帰
国
の
日
本
航
空
便
が
出

て
く
れ
た
。
羽
田
に
十
三
日
の
正
午
に
到

着
し
た
が
、
Ｊ

Ｒ
常
磐
線
・
高

速
常
磐
道
共
不

通
！ 

東
京
の

子
供
た
ち
も
母

が
心
配
と
、
長

男
の
車
で
次
女

と
三
名
で
日
立

に
向
か
っ
た
。 

 

六
号
国
道
を

北
へ
向
か
っ
た
が
、
渋
滞
が
ひ
ど
い
…
暫

く
し
て
か
ら
気
が
付
い
た
が
、
渋
滞
を
気

に
せ
ず
、
追
い
越
し
て
進
め
ば
よ
い
の
で

あ
る
。
渋
滞
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
へ
の

順
番
待
ち
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
何
か
所
も

あ
っ
た
。 

『
足
断
た
れ
ガ
ソ
リ
ン
渋
滞
春
の
宵
』 

 

ま
た
、
喉
も
乾
き
ト
イ
レ
も
行
き
た
く

な
り
、
コ
ン
ビ
ニ
に
立
ち
寄
る
が
、
棚
に
は

モ
ノ
が
な
し
…
、
通
常
東
京
か
ら
日
立
の

自
宅
ま
で
は
高
速
使
用
で
は
二
時
間
半
で

あ
る
が
、
十
二
時
間
掛
か
っ
て
何
と
か
自

宅
に
零
時
に
到
着
し
た
。
丁
度
電
気
が
復

帰
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
流
石
に
東

電
さ
ん
頑
張
っ
た
な
と
感
謝
！ 

 

家
は
オ
ー
ル
電
化
を
し
た
直
後
で
あ

り
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
物
置
の
奥
に
仕
舞

込
ん
で
い
た
。
家
内
に
は
こ
れ
を
出
す
こ

と
が
で
き
ず
、
車
の
中
で
過
ご
し
た
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。(

現
在
、
石
油
ス
ト
ー
ブ

は
直
ぐ
出
せ
る
と
こ
ろ
に
移
動
、
電
気
以

外
の
熱
源
は
大
切
で
あ
る
！) 

 

翌
三
月
十
四
日
は
家
の
中
と
周
囲
の
片

づ
け
を
実
施
。
幸
い
に
も
戸
棚
が
倒
れ
た

り
し
た
も
の
は
な
く
、
壁
に
掛
け
た
も
の

や
棚
に
置
い
た
も
の
は
落
下
し
て
い
た
。

道
路
側
の

メ
ー
ト
ル
高
の
石
塀
も
門

の
位
置
が
多
少
ズ
レ
た
の
み
で
、
倒
壊
は

免
れ
た
。
隣
家
の
屋
根
瓦
が
庭
に
散
乱
し

て
い
た
の
に
は
驚
い
た
。 

 

水
道
が
止
ま
っ
て
お
り
、
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
先
の
魚
屋
ま
で
ポ
リ
タ
ン
ク
を
持
参

し
貰
い
水
を
行
っ
た
。
自
宅
関
連
に
関
し

て
は
取
り
あ
え
ず
の
片
付
け
が
終
わ
り
、

翌
十
五
日
に
は
工
場
に
出
向
い
た
。 

 

建
屋
や
設
備
の
被
害
が
大
き
く
、
暫
く

は
仕
事
が
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
、
十
六

日
に
は
東
京
板
橋
の
別
宅
に
移
動
を
決

め
、
当
面
本
社
勤
務
と
し
た
。 

『
災
地
逃
げ
春
の
都
へ
疎
開
か
な
』 

 

本
社
で
は
災
害
復
旧
の
仕
事
関
係
を
担

当
し
、
電
力
会
社
と
社
内
担
当
部
署
と
の

仲
介
役
を
行
っ
た
。 

 

一
ヶ
月
ほ
ど
し
て
日
立
の
実
家
に
出
向

い
た
が
、
庭
の
花
々
は
何
も
な
か
っ
た
よ

う
に
咲
い
て
い
た
。 

『
久
々
に
戻
り
し
庭
は
常
の
花
』 

 

五
月
の
連
休
明
け
に
プ
レ
ハ
ブ
の
執
務

室
が
完
成
し
、
こ
こ
で
の
仕
事
を
本
館
が

新
築
さ
れ
る
二
〇

一
二
年
十
一
月
ま

で
行
っ
た
。 

 

四
階
建
て
の
本

館
が
完
成
し
、
新
た

な
執
務
場
所
で
の

仕
事
が
開
始
し
た
。 

『
小
春
日
や
新
館

に
入
る
復
興
日
』 

昨
年
は
大
震
災
か
ら
十
二
年
目
に
当
た

る
。
日
々
の
早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
出
向

い
た
海
岸
に
は
、
嵩
上
げ
さ
れ
た
防
潮
堤

は
常
に
目
に
入
る
が
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
の

部
分
を
よ
く
見
る
と
、
普
段
気
づ
か
な
か

っ
た
が
、
震
災
時
に
打
上
げ
ら
れ
た
流
木

が
点
々
と
残
っ
て
い
た
。 

『
春
の
浜
流
木
残
し
十
二
年
』 

ま
た
、
誰
が
積
み
上
げ
た
か
小
石
の
像

が
日
の
出
前
の

水
平
線
を
見
つ

め
て
い
た
。
震

災
の
犠
牲
者
に

祈
り
を
捧
げ
て

い
る
よ
う
に
感

じ
た
。 

『
春
暁
や
震
災

祈

る

積

み

石

像
』 

 

海
の
そ
ば
に

生
き
る
限
り
津

波
の
心
配
は
尽

き
な
い
。
茨
城

沖
は
地
震
の
巣

で
も
あ
り
地
震

に
慣
れ
て
き
て

い
る
の
は
反
省

し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

今
年｢

辰
年｣

の
元
日
に｢

能

登
半
島
地
震｣

が
発
生
し
た
。 

『
年
明
け
の
地
震
の
文
字
に｢

辰｣

が
棲
み
』 

 
｢

写
真
五
七
五｣

を
通
じ
て
絵
日
記
代
わ

り
の
自
分
史
を
積
み
上
げ
て
行
き
た
い
。 

山
極
時
生
氏 

連
絡
先 

日
立
市
大
沼
町 

電
話:

 090
-603

3-36
34 

t
okio

.yam
agiw

a@gm
ail.

com
 

引
地
冬
樹
先
生(

日
立
工
場
出
身
の
大
先

輩)
の｢
俳
句
は
じ
め｣

の
講
義
が
ト
リ
ガ

と
な
り
、
先
生
主
宰
の｢

筑
波｣

へ
の
入
会

に
始
ま
る
。｢
日
記
代
わ
り
の
作
句｣

と
言

う
こ
と
で
、
先
生
か
ら
も
続
け
な
さ
い
と

の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
た
。
社
友
ク
ラ

ブ
に
入
っ
て
か
ら
は｢
写
真
五
七
五｣

に

｢

絵
日
記
代
わ
り
の
作
句｣
と
し
て
参
加
を

続
け
て
い
る
。 

 

東
日
本
大
震
災
の
日
か
ら
二
〇
二
四
年

三
月
十
一
日
で
十
三
年
と
な
っ
た
。
震
災

当
日
は
ベ
ル
リ
ン
の
ジ
ー
メ
ン
ス
社
に
て

電
力
国
際
会
議
の｢

Ｕ
Ｈ
Ｖ
委
員
会｣

が
開

催
さ
れ
て
お
り
、
日
本
か
ら
も
多
く
の
メ

ン
バ
ー
が
出
席
し
て
い
た
。
今
回
は
そ
の

時
の
出
来
事
と
そ
の
後
の
思
い
を
詠
み
込

ん
だ
俳
句
を
紹
介
す
る
。 

当
日
は
ベ
ル
リ
ン
の
朝
で
あ
り
、
ホ
テ

ル
の
部
屋
で
持
参
し
た
パ
ソ
コ
ン
で｢

Ｎ

Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド｣

を
視
て
い
た
。｢

日
本
で

小
生
が
俳
句
を
始

め
た
の
は
一
九
九
八

年
の
我
孫
子
で
の
部

長
研
修
か
ら
で
あ
る
。

事
前
宿
題
の
作
句
と

ベ
ル
リ
ン
に
出
張
中
で
す
！
家
族
に
電
話

が
通
じ
ま
せ
ん
！｣

と
応
え
る
の
み
。
東
京

に
住
ん
で
い
る
子
供
た
ち
か
ら
は
パ
ソ
コ

大
震
災｣

と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
出
た
。
そ
し

て
、
朝
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
は｢

日
立
久

慈
港
の
モ
ー
タ
プ
ー
ル(

輸
出
用
自
家
用

新
車
を
集
結)

｣

が
映
し
出
さ
れ
、
多
く
の

新
車
が
津
波
で
押
し
流
さ
れ
る
光
景
が
放

映
さ
れ
た
。 

『
春
暁
や
大
津
波
知
る
異
国
の
地
』 

 

会
社
と
個
人
携
帯
の
二
台
で
自
宅
に
電

話
を
掛
け
る
が
全
く
通
じ
な
い
。
他
の
参

加
者
も
同
様
で
あ
っ
た
。 

 

長
野
県
の
実
家
か
ら
は｢

何
で
お
前
の

電
話
は
通
じ
る
の
か
…｣

｢

今
、
ド
イ
ツ
の



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員のたより  

３ 

リレー随筆（８８） 

日本酒に凝ってソムリエになる 佐藤 朝美 

■血筋のせい？ 
私の父も母も東北出身ということも

あって日本酒が大好きでした。毎晩飲ん
でいました。でも、父が『巨人の星』の
星一徹のようにちゃぶ台返しをしたこ
とがあったので、子どものころは日本酒

にはあまりいい印象はありませんでした。それが還暦

■精米歩合 
酒米は、外側にタンパク質や脂肪など酒の雑味の原

因になる成分が含まれています。これを削り、中心部
を残すことを精米といいます。どれだけ削ったかを表
す割合が精米歩合です。精米歩合 70％は、外側を 30％
削って 70％を残したという意味です。この精米歩合で
日本酒の凡その骨格が決まります。純米大吟醸酒は
50％以下、純米吟醸酒は 60％以下、純米酒は規定なし。

アルコール添加では、大吟醸酒 50％以下、吟醸酒 60％
以下、本醸造酒 70％以下となっています。 
■日本酒度 
日本酒にはいろいろな味があります。甘い、辛いは

その代表的な味の表現です。この甘辛を表す指標が日
本酒度です。日本酒度プラスは辛口傾向、マイナスは
甘口傾向とされています。 
日本酒のラベルにはこの他に｢無濾過生原酒｣｢生酒｣

｢生貯蔵酒｣｢生詰め酒｣｢山廃｣｢冷やおろし｣｢火入れ｣
｢あらばしり｣｢袋吊り｣などいろいろなことばが表示さ
れています。日本酒のあじわいは複雑ですから、どれ
が自分の好みに合っているかを知っておくと日本酒選
びが楽しくなります。 
■利き酒会 
常陸多賀駅近くにある小さな居酒屋で開催される利

き酒会に毎回参加しています。今年２月に第 103 回利
き酒会が開催されました。職場の皆さんと貸し切り状

を迎えるころ、知り合いから日本
酒について説明を受け、飲み方を
教わり、酒蔵までつれて行っても
らい手ほどきを受けました。 
血筋のせいか、それから日本酒

を飲むようになりました。ただ飲
むだけではなく、勉強して大井川
県知事から｢いばらき地酒ソムリ
エ｣という称号をいただきました。 
ここでは日本酒の｢いろはのい｣

をふたつだけ紹介します。 

態で立春朝搾りの日本酒
を楽しんできました。全
国の日本酒が 15 種類以
上出てきます。おちょこ
で少しずつ飲んでも３合
以上飲むことになりま
す。ほぼ飲み放題です。
一升瓶が 15 本並んだ光
景はもう圧巻です。 

いばらき地酒 
ソムリエ認定証 

日本の平均寿命（男性）まであと 10 年。そのときま
でに日本全国の日本酒を全部飲んでみたいものだと、
毎晩｢精進｣しています。 

一升瓶が 15 本 

同好会行事に参加して 

「歩こう会」      木暮 澄夫 

今年、米寿を迎えこれまでを振り返る
と、よくもこの年まで健康でいられたと思
っています。何故なら、40代に日立病院で
人間ドックを受け、コレステロール値が

400 前後と極めて高いことがわかり治療を始めました
が、当時は有効な治療薬がなく、思うように数値が低
下しなかったからです。50代になってようやく特効薬
が出てきましたが、それでも十分に低下せず、せいぜ
い還暦ぐらいまで生きられればと思っていました。 
対策として歩くことが有効と言われており、現役の

頃は色々なゴルフ同好会に参加していましたが、定年
になって社友クラブ｢歩こう会｣があることがわかりま
した。 

10,000歩歩くことが必要と一般に言われております
が、いざ歩こうとすると 3,000 歩程度まではたやすく
歩けますが、5,000 歩となるとかなり努力が必要とな
り、10,000歩は到底達成できないことがわかりました。 
｢歩こう会｣で幹事の方が設定したルートを仲間と一

緒に歩くことが目標達成の唯一の手段であります。 
幹事の方のルート設定とその案内のご苦労に感謝し

つつ、今後とも体力の許す限り参加したいと思ってい
ます。 

「野鳥・自然観察」     笹島 弘 

十年ほど前、先輩から野鳥クラブへ誘わ
れ入会した。月１度の探鳥会では近郊の野
鳥の習性等を詳しく教えていただき楽し
い時を過ごした。人並みに望遠鏡(700 ㎜)

や重い双眼鏡等を購入し、喜んでいたのも束の間で腰
痛が酷くなりお蔵入りし、小さなカメラで腰を曲げ泪
している昨今です。そのころ始めたのがシジュウカラ
の営巣観察への挑戦でした。夏休みの孫たちと参加し
て作った巣箱を、冬に庭の杏の木に取付けた所、ペア
のシジュウカラが巣箱の周りや入り口を真面目に点検
し帰っていった。契約はしてないが来春を楽しみにし
ているよ！忘れかけていた４月の初め、あのペアが挨
拶もなく巣箱に出入りしているではないか。嬉しいよ
り感激した。巣立ちまでのルーティンである巣材運び、
巣床作り、産卵、抱卵、給餌、巣立ちまで、約３ケ月間
観察した。このペアは子育てに慣れているようで、タ
イミングよく交代しながら子育てをしていた。でも子
育ては大変な作業だと思う。何とか巣箱の中を見てみ
たい。親の外出を見図って巣箱の屋根を開けた途端、
雛が爆発的に飛び出した。２階の雨樋、ベランダ、近く
の木々、地面の藪等に避難したらしい。親が戻り大き
な声で避難指示を発令している。御免な親鳥、雛鳥(７
羽)の皆さん。暗くなる前に親の案内で森に戻ったよう
だ。その後二年程は問題なく巣立ちできたようだ。去

年はスズメが先着優先で巣立った。今年は悲惨なトラ
ブルが起きた。母親が他のペアに殺害され雛は餓死。
自然の摂理とはいえ残念。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 100回記念歩こう会の予告 
 令和７年４月４日 「水戸八景めぐり」 
 徳川斉昭が選定した水戸八景をバスも利用して 
 すべて巡ります。ご期待下さい。 

グループ名 連   絡   先  
実施予定日(曜日) 

場   所  時間  備   考  
8 月 9 月 10 月 

 
グループ 

石川 皓  0294-53-7064 
aishikajp@ybb.ne.jp 
 

(休)    ―   ― 

参加費：\300/回 
原則雨天中止 

 23(月)  粟原 
  9:00～ 
12:00 

  21(月) 
久慈川 

（JR 鉄橋） 
  7:00～ 
 11:00 

囲 碁 の 会 

真鳥岩男  0294-74-5285 
sp8k8z59@lake.ocn.ne.jp 

23(金) 
28(水) 
30(金) 

11(水)   
大会

25(水) 
27(金) 

9(水) 
23(水) 
25(金) 

大みか拠点 
9:30～ 
16:00 

参加費：\100/回 
大会：\1000 
 (昼食費含む) 

七海 清  029-273-8450 
fwny8718@nifty.com 

15(木) 19(木) 
17(木)
大会 

大島コミュニ
ティセンター 

 9:00～ 
参加費：\200/回 

大会：\700 

料 理 教 室 
並木慎一郎 029-283-1476 
s-namiki@themis.ocn.ne.jp 

26(月) 30(月) 28(月) 
らぽーる 
ひたち 

 9:30～ 参加費：\1700/回 

卓球クラブ 
村上勝雄  0294-24-2430 
mkattyan@net1.jway.ne.jp 

21, 
28(水) 

4,11 
18(水) 

2,9, 
16(水) 

会瀬体育館 
  9:00～ 
 12:00 

参加費,会場費等 
まとめ：\4500/年 

 
溝口忠憲  029-219-6576 
mizogut@beach.ocn.ne.jp 6(火) 3(火) 1(火) 大みか拠点 

 10:00～ 
 15:00 

参加費：\1000/回 
昼食費含む 

写真 五七五 
細江 徹  0294-42-9126 
tohru92@road.ocn.ne.jp 

2(金) 6(金) 4(金) 大みか拠点 
  9:30～ 
 13:00 

参加費：\300/回 
昼食別途 

勝田パソコン 
佐々木六漏 029-275-2567 
sasak6318@nifty.com 

27(火) 24(火) 22(火) 
ひたちなか市
ワークプラザ 

 13:15～ 
 16:00 

参加費：\500/回 

 注）・旅行会(連絡先；溝口忠憲)は開催が不定期なので、茨ネットを通じて開催をご案内しています。  

同好会の行事ご案内（８月～１０月） 

編集後記 茨城支部総会は例年同等の会員参加を得て
盛会で会員の相互親交親睦や社会参画貢献活動が本格
化します。支部便りは会員の活動体験や知見等の情報
交換手段として活用頂けると考えます。本便りでも、
｢写真五七五｣同好会に参加されている山際さんの東日
本大震災時の貴重な体験の記事は大災害時の教訓とし
たいものです。笹島さんのお孫さんとの巣箱設置と野
鳥観察も生存競争の厳しさを実感しましたし、佐藤さ
んの日本酒に関する薀蓄も興味深いです。瀧澤 照廣 

４ 

３．定例行事予定一覧（開催日・場所・時間などは各グループより、別途茨ネット等により連絡いたします) 

１．第 90回研修会 
【原子力災害伝承館、東電廃炉資料館、他見学】 
福島県双葉町に令和 2 年に開館し、災害の実態と復

興の步みを展示している｢原子力災害伝承館｣と｢東京
電力（株）廃炉資料館｣、震災遺構として残っている｢浪
江町立請戸小学校｣を見学します。 
・開 催 日：令和６年９月 12日(木) 
・集  合：大みか駅前(東口)     8：00 
      日立南ドライブイン   8：15 
・帰  着：大みか駅前(東口)  17：00頃の予定 
・会  費：10,000円の予定(バス､昼食代､他) 
・募集人員：25名(20 名以上の参加で実施) 
・申込締切：7 月 31日(水)  
・申 込 先：石田和夫 
・Tel/Fax ：0294-34-0209 携帯 080-5087-2555 
 E-mail  ：ishida.kazuo@nifty.com 
 
 

２．第 98回歩こう会【ひたちなか市,磯崎海岸】 
美乃浜学園駅を出発して、磯崎海岸を歩き、神社、

史跡などを巡り、阿字ヶ浦駅まで歩きます。 
・開 催 日：９月 26日(木) 雨天 10 月 11日(金) 
・集  合：ひたちなか海浜鉄道美乃浜学園駅 10:10 
・コ ー ス：美乃浜学園駅→浪切不動尊→観濤所→ 

磯崎灯台(昼食)→酒列磯前神社→比観亭
跡→木花咲耶姫神社→川子塚古墳→堀出
神社→ほしいも神社→阿字ヶ浦駅 
(距離 5.8km) 

・持 参 品：昼食、飲物、雨具、マスクなど 
・申込締切：９月 19日(木) ・会費：会員 200円 
・申 込 先：小野瀬秀夫 
・Tel/Fax ：029-282-4124 
・E-mail  ：h1941.0830.onose@tenor.ocn.ne.jp 

訃 報 誠に残念ですが、苦楽を共にした次の 

方がお亡くなりになりました。 
 佐藤 隆史 令和 5 年 06 月 13日  満 86 歳 
 大場 敏夫 令和 6 年 03 月 20日  満 86 歳 
 會津 正  令和 6 年 04 月 13日 満 87 歳 
 萩原 茂  令和 6 年 04 月 21日 満 92 歳 
 島田 勇一 令和 6 年 05 月 21日 満 83 歳 
椙山 繫  令和 6年 06月 25 日 満 66歳 
福岡 勝  令和 6年 06月 25 日 満 86歳 


